































































































































































































































































































































































   区分国別指数(総合)
        特許登録件数(件)1(指数)技術貿易額徳万$)i(指数)製造業総付加価値額(百万$)i脂翻技術集約製品輸出額(百万$)1(指数)韓国日本ドイツフランス
         70年代前半1247、O.34:10,16,0.32一2,626:0.72:335、i.050.6145.6345.9529.41
         70年代後半60810.951195.24・!、671ユ24:2.111■2,002:2・781.8851.4049.2731.05
         80年代前半12,i69・3.5011152,48・2.23123812.78=一7,31216.1113.6662.2341.8428.97
         80年代後半2,528:3.17568.8215.3954214.7219,505:12.106.3474.2653.8631.24





     産業区分上999年2005年予想備考
     繊維生産(10億Won)輸出(億ドル)世界市場占有率%(位)35,10017i5.5(4位)43,471206→1人当たり生産性:日本の50～80%標準化・デザイン:先進国の50～60%新素材・製品開発:先進国の70%
     鉄鋼生産(100万トン)輸出(100万トン)世界市場占有率%(位)4113.95.2(2位)43.812.3一1人当たり生産量=世界最高品質:日本と同等あるいは多少劣位物n貨10%切り上げすると輸出宙価6%上昇
     石油化学生産(iOOOトン)輸出(iOOOトン)世界市場占有率%(位)工4,5956,2785.L〔3位)15,580一→価格競争力:産油国より多少劣位,西ヨーロッパより多少優位汎用製品の生産技術:先進国の80～90%
     一般機械生産(10億、1'on)輸出〔億ドル)世界市場占有率%32,00078i.461,000170一設計技術:先進国の30～40%基盤技術=先進国の50～70%工場自動化設備の国産化率=50%水準
     自動車生産(1000台)輸出〔1000台)世界市場占有率(位)2,8391,510(7位)3,6501,9405位価格競争力:米国市場で日本車より多少優位1人当たり生産性(27台);日本(41台)
     造船生産〔万GT)輸出(万GT)世界市場占有率%9489G240.992073035～40デザイン・標準化劇本の85%水準円/ドルi%上昇すると輸出1.47%減少
     半導体生産(億ドル)輸出(億ドル)世界市場占有率(位)2iO203(3位)435414一DRAl,1(メモリ)技術水準二世界最高非メモリ技術水準:脆弱*世界市場の79%が非メモリ分野(1999)
 資料二韓国産業技術振興協会,『慢暫フ1含嬰刈(産業技術白書)』,2000,p.17.
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k 論文審査結果の要旨
 本論文は第2次世界大戦以降の韓国科学技術政策の特質を解明したものである。論文では韓国の
 経済・社会は日本とアメリカの強い影響力のドに成長してきたことを科学技術政策、理工系教育、
 産業・経済政策そして防衛産業の歴史的経緯から明らかにしており、現在韓国が抱えている諸問題
 を指摘し、今後の科学技術政策の展望を示している。
 第1章では韓国の科学技術政策を歴史的に考察するにあたって、まず、韓国に大きな影響を及ぼ
 してきた日米両国との関係を明らかにする必要性を論じている。
 第2章では韓国がアメリカの世界戦略の一一一'環として位置づけられ、軍事的介入を受けてきたこと
 と、日本からの有償、無償の援助が韓国の経済発展に大きな役割を果たしてきたと論じている。
 第3章では韓国経済の歴史的過程を韓日米三国間の相互関係の視点から、経済発展の特徴と問題
 点を整理している。
 第4章では韓国の科学技術体制の初期の成立過程を原子力院の設立および原子力協定におけるア
 メリカとの関係を膨大な資料に基づいて分析している。
 第5章では韓国科学技術研究所(K工ST)が韓国の科学技術政策を推進し、韓国経済発展に大き
 く貢献したが、それは自然科学の発展や基礎科学研究に役立つものではなかったと指摘した。
 第6章では1960年代以降の韓国の高度経済成長を支え、工業化を促進した要因として、科学技術
 系人材育成を養成した教育制度と海外留学制度をとりあげ、それらの特徴や問題点を詳細に論じて
 いる。
 第7章で浦項製鉄所建設に至る過程を歴史的に検証し、韓国の粗鋼生産量は2004年に世界第5位
 の生産国となったが、高級鋼等を生産する最先端技術が遅れているのは技術革新を日米に依存して
 きた技術政策の誤りにあるとしている。
 第8章では防衛技術と民生技術の進歩について述べ、韓国では防衛技術を優先させてきたために
 民生技術水準を低くさせたと指摘した。
 第9章ではこれまでの韓国における科学技術政策を振り返り、現状における先端技術水準は先進
 国と比べて低いレベルにあると指摘した。この要因は韓国の科学技術政策は基礎研究の重要性を認
 識せずに、大量生産をめざす産業技術に重点を置いてきたためであり、今後、革新的技術開発のた
 めには基礎科学技術研究を重視した政策に転換すべきであると主張している。
 以上は膨大な実証的資料に基づいてまとめられており、説得力のある優れた論文であると評価で
 きる。
 よって、本論文は自立して研究活動を行ううえで必要な高度の研究能力と学識を有することを示
 しており、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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